
3.高Al群(1頭,Exp.5)

現在までに得られた結果は次の如くである｡

a.行動及び一般症状の観察

各動物共,実験食を開始した時,拒食傾向を示

したが,吹;創こ食べる様になった｡低Ca.Mg食

に切り番えると動物は例外7:iく軟使,下荊症状を

示したが,普通食に戻すと翌日には正常使に復し

た｡尚,Exp.2の動物は10月未より下痢はきわ

めて軽度であったが,となりのケージより普通食

をとって食べていた可能性がある｡実験群の動物

で時に横臥するものも見られた｡Exp.1,4の重物

では7月中軌 血校が1週間程見られたが,細菌

検査の結果は陰性であった｡又,Exp.8の動物

は8月末より歯肉炎による出血が観察された｡は

げしい下桐を示したにもかかわらず,動物の健朗

状fgiは比較的良好であった｡

b.仏式と四肢周囲長の変化

Exp.2,4.5の各動物は,体重も四肢周囲長も

伯調な増加を示したのに対し,Exp.1,3の動物

は'尖映じil始時より若干減少換向を示した｡

C.血枚検査

対P.al料こ比陵して,実験群の動物は共にCPK

他 ,LDH値の増加とCa.Mg値の若干の減少,
低Ca.Mg高Al群でA1-P値の若干の増加と,

NEFA伯の上昇が観察された｡その他の唱解質,

ZiE白,班,脂質等には著明な変化は認められなか

った｡

現在まで実験を継続中で,詳細な報告は病理的

検紫,金属分析等が終了した時点で行いたい｡

霊長類の上肢における筋 ･神経系の比較解剖学

的研究

小泉政啓 ･本間敏彦(噸天堂大 ･医)

詔長頬の上肢筋について,神経線維の解析の手

法を用い,筋の形成機序を検討する｡今年度は対

象を甑入校に限り,テナガザル(2体3側),チ

ンパンジー(2休3側 ),ゴリラ(1体2側)の

耶折をおこなった｡

1.上腕域｡ヒトにおいては烏口腕筋(cb)は筋
皮神経(MC)によって貫かれるのを特徴とする

が,テナガザル,ゴリラではMCはcbを貫かず,

チンパンジーでは貰く｡また,テナガザルにおい

てはcb枝はMC(C5･6)から独立し,C7(わ

ずかにC5･6)成分からなる｡しかもMCより

背側に属する｡チンパンジーではMCくC5･6)

からのcb枝とは別に,C7主体のcb枝が存在する｡
この枝はMCより腹側にあり,むしろ前胸神経に

近い｡このように,MCの走行変異とcbの由来の

述いとの関連が示唆される｡今後はcb枝の筋内分

布,さらにはMCの分枝パターンと正中神経の関

連にも留意し.考察を進めていく予定である｡

A.前腕域｡正中神経の筋枝は,分岐するIIFl序と

その分布域がヒトでは一定している(本間｡解剖

蕊 ,80′,81′)｡チンパンジーではヒトのパター

ンに類似するが,個体によっては長掌筋が尺骨神

経の支配をうけているものもある｡テナガザルで

は践指屈筋の第2指への筋はヒトやチンパンジー

のように二腹筋ではなく,ひとつの筋脱よりなる｡

また,それぞれの支配神経はこまかな束でたばね

られているため,本幹よりの分岐部を決めるのに

困難があり,問題点が残されている｡

前腕屈筋の支配神経である正中神経と尺骨神足

の分布域は柾によって巽なることが知られている｡

著者らは,これらの変兎は一定の筋におこり,そ

の支配枝も一定の分岐部よりわかれる枝であると

いう所見を得ている｡この所見をもとにして,筋

の系統発生の問題を考えたい｡

サル肝臓のカルポニル還元群衆の多様性とその

生理的役割に関する研究

沢田英夫 ･原 明･中山俊裕 (岐阜薬大 )

サル肝細胞Tf画分には4種のカルボニル化合物

還元酵素が存在することを既に報告したが,個体

差の有無を検討するためゲル破過により高分子出

と低分子丑酵素に分離した後,BlueScpharose

カラムでアポ酵素としショ糖密度勾配上で等昭点

分画を行った｡ニホンザルで3例,カニクイザル

で2例について検討したが,NA工)依存性アルコ

ール脱水素酵素に起因するかレポニル還元活性が

錠も強かった｡分子虫約3万の低分子出力ルポニ

ル還元酵素はいずれの個体でもpI8付近に少なく

とも3班の多形が認められたが,アルデヒド還元

酵素(ECl.1.1.2)はpI4.5-5でこのような

等乾点の災なる多形は観察されなかった｡

カルポニル還元活性はミクロソーム細分中にも

矧陶質画分と同程度に存在したので,可溶化後,
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MltrCXGreenA,DÊ EISclhcclなどの各

班カラムクロマトグラフィーでNADPH依存性

の5柾の酢系(CR1-5)を部分flli製した｡ これ

らの酢素はいずれも芳香族アルデヒドおよびケト

ン,ジケトンおよびキノンを還元し,･細胞'E'1僻系
とよく似た性状を示した｡主耐系のCRlはこれ

らの益田の他に5p-pregrnne-3.20-dioneを強

く還元し,次いで活性の㍍いCR8は5a-および

5β-dihydrotestosleroneを還元し,これらの

点で細胞質両分の節夫とは兜なっていた｡他の3

位の酎穿きはいずれも活性が弱く,CR2は3-お

よび4-mitrobenzaldehyde,4-nitroacetophen-

oneおよびmenadioneを強く環元した｡CR4

およびCR5はnitrobenzaldehydeとdiacetylを

よく還元しょく似た兆円持5q･性を示した｡阻告剤

の形哲を検討した結札 いずれの酢系も嗣イオン

で強く阻害されたが,SH阻ELt剤であるp-chト

oromercuri-phenylsulfonateではあまり阻召さ

れなかった｡CRlは3β-tetramethyleneglutarate,
indomethacinおJ:びdicoumarolで阻召される点

で他の酵素とは異なった性状を示した｡

チンパンジーとヒトの視覚性行動の初期先達に

関する比較研究

辻敬一郎･原 政敏 ･杉本完二(名大･文)

退去に苧者らは,ニホンザルの奥行祝発選にお

ける手がかり要因の多様化の過程を追跡し.①運

動視差要因が出生時点から有効である｡(塾肌理密

度差要因が3か月齢で働き始める｡⑧網膜非対応

要因は,運動視差の検出が制約された場合に限っ

て効果をもつ.とのIVr兄を得た(辻ほか,】983)｡

本研究は,チンパンジーの発達初期の視覚性行

動を分析し,ニホンザルに認められた,運動的要

因による奥行祝の段階から画像的要因に依存した

奥行祝の成立への移行の基礎にある特性を解PJ]し

ようとしたものである｡

出生ILEi後に母仔分離して人工榔育下にある郎門

な雌1個体を対象に,被駄作を仰臥させ,似前20.

60,120cmの距雌に祝tlj(180)またはul径(40

cm)が一定の円鍛(nm白の同心三gE円)を1試行

30sec呈示し,そのll"l】の行動のうち,対象江祝,

瞬臥 pTl部逆帆 四肢碓動の生起を記録,分析した｡

その結果,次の所見をJI守た｡①生後1か月齢ま

では,粗大な全身逆動によって偶発rrl)に対象のT_ti

祝がLlじるにすぎないが.その経は注視が能動的

になり,御 身が短縮,1!1校が和犬する｡②迎如括
Ⅰ伽ま,初期にはランダムに/Ji起するが,1か月齢

切からは注配活動との凹迎が認められるようにな

る｡それは,まず注視に同朋して全身迎動が用i畦

する時期(活性化段階,40日齢qjをピークとする)

を経て,2か月齢矧こは四肢のLl!動が刑火すろ抑

制段階へと移行する｡◎3か月齢になると,托祝

時の頭部や眼球の運動が優位となる｡対･象の距朋
特性も明確化して,近距離対象へのリーチが生じる｡

このような経過は,筆者らがヒトの乳児を対象

に行った同様の観測所見(辻ほか,1980)ときわ

めて頬似しており,チンパンジーの配光性行動の

初;捌口齢的変化がヒトの約2-3倍の速さで進行

することをホしている｡

ニホンザル･アカゲザルの晒竹田缶による鼻腔

構造の研究

7.加巧 良(刃‡371慈.iLrJZ大)

ヒトならびに詔L:1<若月の界内川払f!jに帥II閑と甲

介壁との5-ら.m隅出について-rIした研究の円,令

回は当研究所所蔵のニホンザル,アカゲザル,コ

ロブスバヂウス.キングコロブス,リスザルにつ

いて調正した｡

その成果を噸次述べると,ニホンザル119煩の

うち,界中満垂iEiのものは椛で59.20/0,雌で71.4

0/Oで,只常の生ずる部位は正中板部がfdも多くて

23.50/Oを示したが,災冊を示す切合の正中板と鋤

骨とに現われる率は33:7であった｡舟中隔異常

の左右発顕をみると,左に曲るもの51.4%,右に

曲るもの48.6%であった｡アカゲザル44粗のうち,

雄の重出77.70/0,雌で76.90/0,平均77.30/Oで,正

中板と鋤付に現われる比は8:1であった｡ニホ

ンザル･アカゲザルの平均で垂直のもの69.3%,

微の児.'l;'f15.30/0,軽度8.50/0,軽中2.50/0,中等

度1.8%,高度2.4%を示し,左曲13.5%,右曲

14.70/Oであった｡両コロブス220顆のうち,垂心

のもの堆80.40/0,雌8290/Oで左曲3.20/0,右曲1.

4%を示し,正中板対鋤骨の比はコロブスバヂウ

ス14:1,キングコロブス4:1を示し,垂朗の

平均は91.40/0,微3.60/0,校8.0C/0,郎中2.4C/0.

中1.60/Oであった｡リスザル113mのうら,雄の
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